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＊ 「最高の卒業式」に向けて ～ 夢と希望を胸に ～

３月８日（金）の卒業式をもって、３年生、１５１名が卒業します。
２月のリモート朝会では、子供たちに向けて次のように話しました。

小中学校９年間の積み重ねを思い、新たな門出を祝う卒業式は、
学校において最も大切な行事になります。協和中のリーダーである
１５１名の３年生。その３年生が、常に前向きな気持ちで取り組む姿勢、
１・２年生のリーダー・手本となる言動、部活動等において下級生に見せた
優しさや思いやり･･･。どれをとっても、３年生の皆さんが後輩に引き継ぐ
ことのできる、協和中学校のすばらしい伝統だと思います。

◎ 卒業式に向けての心構え
＊３年生へ 卒業式は、いわば「義務教育 最後の授業参観」です。

９年間で、たくさんの学びや体験を積み重ね、成長してきた姿を
保護者や地域の方々に見ていただけるように頑張ってください。

＊１・２年生へ 「この後輩たちになら、協和中を任せていっても大丈夫！」
と、３年生に思ってもらえるように頑張ってください。

卒業式は、「学校で最大の行事」です。３年生に「協和中を卒業してよかった」と
思ってもらえるよう、子供たちと教職員、心を一つにして努めてまいります。

在校生からのお祝いメッセージ ３年生フロアに掲示されてます メッセージに感謝の思いを込めて

＊ 届け！ 私たちの思い ～ 能登半島地震 義援金を寄付 ～

令和６年１月９日。協和中の３学期始業式は、能登半島地震による被災を想い、
「黙祷」から始まりました。
その後、子供たちは、それぞれが、

「今、自分たちができることは何か」を考え、
「学校で募金運動を行いたい！」と教職員に提案。
校内募金運動が実施されました。
その結果、義援金 51,483円が集まり、

２月２２日（木）、福祉委員会の代表生徒５名が、
足利市社会福祉協議会に伺い、寄付をしてきてく
れました。
この寄付金は、日本赤十字社を通じて被災地に

届けられます。生徒たちの自主性と温かい心に
心より感謝です。ご協力、誠にありがとうございました。義援金とともに私たちの思いを



＊「待ちに待った、雪の世界へ」 ～ ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ宿泊学習 ～

１月１７日（水）～１９日（金）、２年生「ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ宿泊学習」が行われまし
た。２年生の締めくくりと言える行事で、子供たちも待ち望んでいたものです。
当日は天候にも恵まれ、大きな事件・事故もなく、子供たちは、

「銀世界で育む絆 『非日常』をLet's Enjoy！」のスローガンのとおり、
雪の世界ならではの体験と、宿泊を通した助け合いや思いやりの心を学ぶ
ことができました。保護者の皆様には大変お世話になりました。

沢山のインストラクターの方々 「安全な止まり方・倒れ方」から お誕生日、おめでとう！

ボーゲンができれば、OK！ リフトに１人でも余裕です 幻想的な雲海をバックにポーズ

＊「共生の社会へ」 ～ 認知症サポーター養成講座 ～

１月１９日（金）、１年生を対象に『認知症サポーター養成講座』が
行われました。
講師として、市役所元気高齢課の方１２名をお招きし、

足利市の高齢化の現状などについて伺ったり、認知症について正しく
理解し行動できるようグループワークをしたりしました。
共生の社会に向け、認知症の方や家族を応援し、誰もが暮らしやすい地域を作って

いけるよう、今回の講座で学んだことを生かしていってもらえればと思います。

各教室でお話を伺いました グループでも話し合いました 誰もが暮らしやすい社会へ

＊ ご協力ありがとうございました ～「足すと」で学校に本を ～

足利市の健康ポイント事業「足すと」は、歩いて貯めたポイントで
小中学校に図書を寄付するという事業です。今年度で事業が終了となる
「足すと」の協和中への配分金額は、1３,000円でした。
ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。多くの図書を購入

させていただき、協和中図書室のより一層の充実を図ってまいります。


